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共済報告会

就
任
の
ご
挨
拶

漁協を支える人材に！

令
和
７
年
度
を
迎
え
た
１
日
、
新
採
用
職
員
を
含
む
１
３
名

に
辞
令
を
交
付
し
た
。
中
根
組
合
長
は
「本
日
か
ら
気
を
引
き

締
め
て
業
務
に
あ
た
り
、
新
し
い
職
場
に
慣
れ
て
戦
力
と
な
っ

て
ほ
し
い
」と
訓
示
し
た
。
幹
部
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
県
漁
協

の
改
革
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

（後列左から）　総務部総務課正職員登用 大野麻衣子、鶴見支店信用課正職員新採用 脇田涼花、米水津支店指

導課正職員登用 山田由斗、姫島支店購買担当正職員登用 伊東傑史、姫島支店販売担当正職員登用 大海昌和

信用事業部審査課長 橋本圭輔、経済事業部購買課長 染矢拓宏、総務部漁政課長 長野定勝、経済事業部専門

幹 高橋正興

（前列左から）　信用事業部長 西田淳一、経済事業部長 佐藤伸弘、本庄専務理事、中根組合長、新川参事、総務

部長 永井真二郎、加工センター本部長 山本幹太　（兼務の記載は省略）

新川参事に感謝状

  令和６年度の末日、新川哲浩県漁

協参事は立道英樹大分海上保安部

長から感謝状の贈呈を受けた。多年

にわたり県内の海上保安業務に精

力的に関わり、海の安全・安心に多

大な貢献をした功績が認められたも

の。立道部長の感謝状贈呈に続き、

第七管区海上保安本部交通部航行

安全課に勤務するご長男の新川真

史さんからサプライズの花束が渡さ

れた。豊かな海づくり大会を始め多

くの行事があった

６年度を締めくく

る素晴らしい時と

なった。
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就任の挨拶

黄綬褒章受章

４月１日、辞令を交付
ＪＦ大分

的
漁
業
者
が
経
営
拡
大
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
養
殖
業
へ
の

ス
マ
ー
ト
技
術
の
導
入
や
コ
ス
ト
削
減
対

策
、
漁
船
漁
業
の
資
源
増
殖
対
策
の
実

施
、
流
通
体
制
の
強
化
な
ど
経
営
環
境

の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
「第
４
３

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
～
お
ん

せ
ん
県
お
お
い
た
大
会
～
」で
高
ま
っ
た

本
県
水
産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
対
す

る
機
運
を
逃
す
こ
と
な
く
、
県
産
水
産

物
の
消
費
拡
大
と
販
路
開
拓
も
さ
ら
に

進
め
て
い
く
計
画
で
す
。
こ
の
よ
う
な
対

策
を
進
め
な
が
ら
中
核
的
漁
業
者
の
皆

さ
ん
が
「自
ら
考
え
、
動
き
、
実
現
す
る

」お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

本
県
の
水
産
業
を
取
り
巻
く
状
況
は

今
後
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
も
の
と

予
測
さ
れ
ま
す
が
、
県
の
水
産
関
係
職

員
一
同
が
、
県
漁
協
の
組
合
員
及
び
役

職
員
の
皆
さ
ん
と
緊
密
に
連
携
し
、
知

恵
を
絞
り
汗
を
流
し
な
が
ら
課
題
に
対

処
し
、
と
も
に
こ
の
難
局
を
突
破
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大 塚 猛

本
年
４
月
１
日
付
け
で
大
分
県
農
林

水
産
部
審
議
監
（水
産
担
当
）兼
漁
業
管

理
課
長
に
就
任
し
た
大
塚
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

前
任
は
水
産
振
興
課
長
で
、
国
東
市
の

県
種
苗
生
産
施
設
の
建
て
替
え
や
、
県

漁
協
の
蒲
江
加
工
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
魚

類
養
殖
業
の
未
来
の
姿
の
検
討
、
種
苗
放

流
や
漁
場
整
備
な
ど
沿
岸
域
の
水
産
資

源
の
増
大
対
策
の
実
施
等
様
々
な
水
産

振
興
施
策
の
推
進
に
関
わ
り
ま
し
た
。

本
県
水
産
業
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に

大分県農林水産部
審議監(水産担当)
兼 漁業管理課長
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向
け
て
、
大
分
県
漁
協
の
組
合
員
及
び

役
職
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
県
下
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
対
策
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山
積
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
県
は
昨
年
９
月
に
新

た
な
長
期
計
画
で
あ
る
「お
お
い
た
農
林

水
産
業
元
気
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
４
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
令
和
１

５
年
度
を
目
標
年
度
と
し
、
「自
ら
考
え

動
き
、
実
現
す
る
元
気
な
農
林
水
産

業
」を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
元
気
な
担
い

手
が
地
域
を
け
ん
引
す
る
こ
と
で
、
収
益

性
の
高
い
元
気
な
産
地
が
形
成
さ
れ
、

さ
ら
に
新
た
な
担
い
手
を
呼
び
込
む
好

循
環
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
元

気
な
担
い
手
で
あ
る
漁
業
士
な
ど
中
核

県産魚の日
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れ
る
生
魚
、
魚
粉
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
混

ぜ
て
作
る
水
分
を
含
ん
だ
固
形
の
飼
料

が
主
流
で
、
か
ぼ
す
ブ
リ
の
生
産
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
Ｍ
Ｐ
に
対
応
し
た
も
の
で
し
た
。
現

在
の
養
殖
ブ
リ
の
餌
は
Ｅ
Ｐ
が
主
流
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
Ｅ
Ｐ
に
対
応
し
た

か
ぼ
す
ブ
リ
の
生
産
技
術
の
確
立
に
取

り
組
み
ま
す
。

２
つ
目
は
、
「資
源
・環
境
に
関
す
る

デ
ー
タ
の
収
集
・情
報
の
提
供
」で
す
。
こ

れ
ま
で
漁
業
調
査
船
「豊
洋
」に
よ
る
海

洋
調
査
に
よ
り
水
温
の
長
期
的
な
上
昇

傾
向
を
把
握
し
て
お
り
、
気
候
変
動
に

よ
り
魚
種
や
分
布
域
が
変
化
し
て
い
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
魚
市

宮 村 和 良

況
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

・有
用
海
藻
類
（ヒ
ジ
キ
、
テ
ン
グ
サ
）の

増
養
殖
技
術
の
開
発

ヒ
ジ
キ
に
お
い
て
は
、
養
殖
生
産
の
向

上
を
目
指
し
、
人
工
種
苗
の
安
定
生
産

化
に
向
け
た
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

収
量
や
品
質
向
上
を
目
的
と
し
た
肥
料

添
加
に
よ
る
効
果
の
検
証
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
テ
ン
グ
サ
に
お
い
て
は
、

藻
場
面
積
の
維
持
・拡
大
に
向
け
、
人
工

種
苗
の
量
産
化
技
術
開
発
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

上
記
以
外
に
も
、
資
源
管
理
や
放
流

効
果
に
関
す
る
研
究
、
漁
場
環
境
調
査

魚
病
防
疫
対
策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
現
場
貢
献
を
強

く
意
識
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
職
員
一
同
、
新
た
な
研
究
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

り
、
本
来
の
海
の
生
産
力
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
昨
年

度
開
催
さ
れ
ま
し
た
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承
し
、
次
世

代
に
よ
り
豊
か
な
海
を
引
き
継
ぐ
た

め
、
当
グ
ル
ー
プ
で
は
以
下
の
２
点
を
主

要
な
研
究
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。

・二
枚
貝
増
殖
に
関
す
る
研
究

二
枚
貝
の
増
殖
に
は
、
優
良
な
種
苗
生

産
と
、
そ
れ
ら
を
育
成
す
る
た
め
の
豊
か

な
海
域
環
境
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
あ
た
か
も
種
と
畑
の
よ
う
な
関
係
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。
種
苗
生
産
（種
）に

関
し
て
は
、
高
水
温
な
ど
の
環
境
変
化
に

強
い
と
さ
れ
る
３
倍
体
カ
キ
の
種
苗
生

産
技
術
開
発
、
ア
サ
リ
の
高
密
度
中
間

育
成
技
術
の
実
証
化
、
そ
し
て
ハ
マ
グ
リ

の
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
一
方
、
海
域
（畑
）に
つ

い
て
は
、
海
の
豊
か
さ
を
示
す
水
質
及
び

底
質
の
栄
養
塩
（窒
素
、
リ
ン
）の
分
布
状

農林水産研究
指導センター
水産研究部

北部水産グループ長
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大分県農林水産部
水産振興課長

高 田 淳 史

本
年
４
月
１
日
付
で
大
分
県
水
産
振

興
課
長
に
就
任
し
た
髙
田
で
す
。

前
任
は
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

推
進
室
長
で
、
昨
年
１
１
月
に
大
分
県
で

は
４
３
年
ぶ
り
と
な
る
第
４
３
回
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
は
「つ
な
ぐ
バ
ト
ン

豊
か
な
海
を

次
世
代
へ」を
テ
ー
マ
に
、
つ
く
り
育
て
る

漁
業
の
さ
ら
な
る
推
進
や
水
産
物
の
消

費
拡
大
な
ど
を
特
に
県
内
の
方
々
に
伝

え
る
非
常
に
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

中
根
組
合
長
を
は
じ
め
、
行
事
に
ご
参

加
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
会
を
機
に
漁

業
者
の
み
な
ら
ず
県
民
の
皆
様
も
豊
か

な
海
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

４
３
年
前
の
第
１
回
開
催
時
と
は
異
な

る
新
た
な
課
題
、
す
な
わ
ち
漁
業
者
や

水
産
資
源
、
水
産
物
消
費
の
減
少
や
海

洋
環
境
問
題
な
ど
現
在
の
課
題
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
へ
の
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
、
県

で
は
昨
年
「お
お
い
た
農
林
水
産
業
元
気

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
４
」と
い
う
今
後

１
０
年
の
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化

に
必
要
な
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。
成

長
産
業
化
と
は
言
葉
が
固
い
で
す
が
、

「人
口
減
少
が
進
む
中
、
主
体
的
に
生
産

活
動
を
拡
大
す
る
「元
気
な
担
い
手
」が

地
域
を
け
ん
引
し
、
収
益
性
の
高
い
「元

気
な
産
地
」を
形
成
し
、
新
た
な
担
い
手

を
呼
び
込
む
と
い
う
好
循
環
を
多
く
生

み
出
す
こ
と
」を
目
指
す
も
の
で
す
。

資
源
管
理
や
漁
業
生
産
拡
大
な
ど
浜

を
け
ん
引
す
る
中
核
的
な
漁
業
者
の
活

動
支
援
、
自
然
環
境
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変

化
に
対
応
し
た
養
殖
業
、
増
殖
場
や
耕

う
ん
な
ど
生
産
基
盤
の
整
備
・種
苗
放

流
・資
源
管
理
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た

な
資
源
造
成
、
県
産
魚
を
も
っ
と
知
っ
て

買
っ
て
食
べ
て
も
ら
う
県
内
消
費
拡
大
の

取
組
強
化
な
ど
、
大
分
県
水
産
業
の
維

持
・発
展
に
重
要
な
取
組
ば
か
り
で
す
。

計
画
の
基
本
目
標
は
「自
ら
考
え
・動

き
・み
ん
な
で
実
現
す
る
元
気
な
農
林

水
産
業
」で
す
。
大
分
県
の
水
産
業
を

し
っ
か
り
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
皆
様
と
と

も
に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

手
の
技
術
を
革
新
す
る
農
林
水
産
試
験

研
究
の
確
立
」を
基
本
理
念
と
し
て
お

り
、
「ニ
ー
ズ
」、
「チ
ャ
レ
ン
ジ
」、
「普
及
」

を
行
動
指
針
と
し
て
い
ま
す
。
現
場
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
技
術
革
新
への
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
課
題
解
決
に
取
り
組

み
、
研
究
成
果
の
迅
速
な
普
及
に
努
め

ま
す
。

続
い
て
、
当
研
究
部
に
お
け
る
主
要
な

研
究
課
題
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
１
つ

目
は
「Ｅ
Ｐ
（エ
ク
ス
ト
ル
ー
ダ
ー
ペ
レ
ッ

ト
）飼
料
に
よ
る
か
ぼ
す
魚
生
産
技
術
の

確
立
」で
す
。
Ｅ
Ｐ
と
は
乾
燥
し
た
固
形

飼
料
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
養
殖
ブ
リ

の
餌
は
Ｍ
Ｐ
（モ
イ
ス
ト
ペ
レ
ッ
ト
）と
呼
ば

４
月
１
日
付
け
で
水
産
研
究
部
に
着
任

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
９
月
に
今
後
１
０
年
間
の

県
農
林
水
産
行
政
の
基
本
指
針
と
な
る

大
分
県
農
林
水
産
業
振
興
計
画
「お
お

い
た
農
林
水
産
業
元
気
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
４
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
試
験
研
究
の
方
向
性
を
示
す
「大

分
県
農
林
水
産
試
験
研
究
基
本
指
針
２

０
２
４
」を
令
和
７
年
３
月
に
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
指
針
で
は
、
「時
代
の
変
化

と
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
応
し
、
産
地
と
担
い

こ
の
度
４
月
１
日
付
け
で
水
産
研
究
部

よ
り
北
部
水
産
グ
ル
ー
プ
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
県
南
海
域
の
豊
後
水

道
等
に
お
い
て
、
養
殖
及
び
海
洋
環
境
に

関
す
る
研
究
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
一
転
、
県
北
の
周
防
灘
、
伊

予
灘
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

近
年
、
世
界
的
な
気
候
変
動
や
国
際

情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
異
常
気
象
の
頻
発

や
燃
油
代
・資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、
水

産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
当
グ
ル
ー
プ

が
所
管
す
る
県
北
海
域
に
お
い
て
は
、
温

暖
化
に
加
え
貧
栄
養
化
が
進
行
し
て
お

就
任
の
ご
挨
拶

場
の
水
揚
物
調
査
、
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
調
査
な

ど
に
よ
り
、
南
方
系
魚
種
の
出
現
状
況

や
水
揚
げ
に
占
め
る
割
合
な
ど
を
把
握

し
、
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
人
工
種
苗
を
活
用
し
た

養
殖
ブ
リ
周
年
出
荷
体
制
の
確
立
、
病

気
に
強
く
か
つ
成
長
の
良
い
養
殖
ヒ
ラ
メ

の
選
抜
育
種
、
水
産
資
源
や
磯
焼
け
対

策
に
関
す
る
調
査
研
究
、
養
殖
用
配
合

飼
料
の
開
発
、
赤
潮
・貝
毒
に
関
す
る
調

査
研
究
、
魚
病
診
断
及
び
防
疫
対
策
指

導
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
漁
業
者
の
皆
さ
ん
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
使
命
感
を
持
っ

て
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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 １．「気候変動影響調査（資源・環境に関するデータの収集・情報の提供 R7～）」資源増殖チーム

令和７年度の重点研究課題

水 研 だ よ り

　新年度となり、新たな研究課題も始まりますが、水産研究部および北部水産グループ各チームの今年度

の重点研究課題をご紹介します。

【北部水産グループ】

【水産研究部】

（3）

 ３．「ハマグリの種苗生産および増殖技術開発（R７～９）」資源増殖チーム

（研究概要）

　近年、アサリの天然資源が減少しており採貝漁業者の方々から、アサリに代わる新たな二枚貝の増殖が求められています。ハマグ

リは、アサリと比べて高水温に強く、ナルトビエイやクロダイなどによる食害や、低餌料の環境化でも生存率が高いことが報告されてい

ます。他県ではハマグリの資源量が増えてきており、種苗の生産技術も進んで、大量生産が可能になっています。このようなことから、

（研究概要）

　近年の気候変動は、海水温の上昇等を介して魚介類の時空間分布を変化させることで、それらを採捕する漁船漁業に様々な影

響を与えるものと考えられる。これまで本県では、調査船を用いた海洋調査により水温の長期的上昇傾向等を把握してきたが、その

影響については未調査であり、順応的な漁業管理・経営指導等が困難な状況にある。本事業では、豊後水道域において、市場の水

揚物調査、環境DNA調査、沿岸域の釣獲調査により南方系魚種の来遊状況を把握し、新規魚種の活用、漁業被害や健康被害の

未然防止等の提案に繋げ、気候変動に適応した漁業管理・経営指導体制の構築に資する。

 ２．「ＥＰ飼料によるかぼす魚生産技術の確立（R７～９）」養殖環境チーム

（研究概要）

　県内外において、かぼすブリをはじめとしたかぼす魚の認知度が向上し、需要が高まっている。しかし、現状では使用する餌はモイ

ストペレット（MP）に限定されている。かぼすブリ開発当時は、生魚と、配合飼料、ビタミンなどを混ぜ合わせ、現地生産するMPが主

流だったが、現在は、飼料メーカーが生産するエクストルーダーペレット（EP）が主流となっている。また、近年の環境問題への意識の

高まりを受け、海外輸出には国際認証が必要であり、それらの取得にもEPの利用が不可欠である。

以上のことから、かぼす魚の更なるブランド力の向上と、海外輸出を可能にするために、EP給餌によるかぼすブリ生産技術の確立・

普及を目指すとともに、他のかぼす魚へのEP給餌の利用可能について検証する。
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水産研究タイムリー情報

水温などの調査結果を公表しています オゴノリ養殖試験の経過観察
４月1８日 北部水産グループ 養殖環境チーム ４月1８日 北部水産グループ 養殖環境チーム

　水温や塩分などの海洋環境のデータは、長期間の変化の様

子を把握したり、水産資源の動向などを検討するうえでも重要

です。当グループでは毎月、船舶を使用して調査を行ってお

り、調査結果はパソコンを使って天気図のように分かりやすく図

示して公表していますので、よろしければご覧になってください。

　寒天の原料となるオゴノリ類の養殖技術を確立するため、昨

年6月に宇佐地先の干潟に網を設置し、天然採苗を試みまし

た。その後、約10か月が経過しましたが、一部の網ではオゴノリ

の繁茂がみられました。まだ解明すべき課題は多いものの、可

能性を秘めていることが分かりました。試験に協力いただいてい

る藻類養殖漁業者も興味深そうに見ていました。

〇水産研究タイムリー情報は、大分県のＨＰ掲載分から作成しました。 https://www.pref.oita.jp/site/nourinsuisan/timelyjouhou2017-3.html

（4）

　以上が各チームの重点研究課題ですが、この他の各研究課題にも、引き続き取り組んでまいりますので、よろしくお願いします。

 ４．「有用海藻類の増・養殖技術の開発（R６～８）」養殖環境チーム

当グループでも今年度から、千葉県、三重県、愛知県などの先進地を参考にしながら、ハマグリの増殖技術開発に向けた以下の実

証試験に取り組みます。

①　種苗生産（殻長0.3㎜未満）：浮遊幼生から着底期の水温、塩分、給餌密度等の諸条件を検証します。

②　中間育成（殻長0.3→3㎜未満）：小型種苗を漁港内に吊るしたカゴに移設し、成長、生残率の

検証を行います。

③　放流適地選定（殻長3mm以上）：中型種苗を用いて被覆網による増殖試験を実施し成長、生残率の

検証を行います

　さらに、モデル地区を設定し、資源量や新たに加わった個体数を調べたり、標識を付けたハマグリの再

捕調査を行ったりして、ハマグリ資源の状況を把握し、今後の資源管理のあり方を提案していきます。

（研究概要）

　ヒジキやテングサなどの有用海藻類が形成する藻場を増やすため、昨年に引き続き研究を進めてまいります。ヒジキは地域によっ

ては養殖もされていますが、種苗を天然に依存しているため、入手が困難であったり、不安定だったりします。このため人工種苗を安

定して大量に作出できるよう研究を進めていきます。これまでの研究で成熟したヒジキを入手できれば、受精卵を安定して生産でき

るようになりましたが、発芽したヒジキを現場で使用するには、生残率等の検討すべき課題があり、今後はこの課題の解決に向け研究

を進めていきます。

一方、テングサは藻場の構成種として重要であり、それ自体も漁獲物として有用であることから引き続き人工種苗の作出に向けた研

究に取り組んでいきます。また、海藻が生育するための肥料の有効性についても研究に取り組みます。

ハマグリ親貝

建材ブロックから発芽したヒジキ人工種苗 建材ブロック１面に繁茂したヒジキ人工種苗
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定例報告会を開催  大分県ＪＦ共済推進本部

髙 瀬 亮 子

委 員 岡 﨑 都

辞
令
を
受
け
た
第
２
３
期
委
員

言
を
お
願
い
す
る
」と
挨
拶
し
た
。

式
典
後
に
県
水
産
会
館
で
第
１
回
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
弁
護
士
の
阿
部

貴
史
氏
、
副
会
長
に
県
漁
協
専
務
理
事
の

本
庄
を
互
選
し
た
。
ま
た
、
連
合
海
区
漁

業
調
整
委
員
を
選
出
し
た
。
議
事
終
了

後
に
は
新
任
者
を
対
象
に
、
委
員
会
の
機

能
や
権
限
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
わ
れ

た
。同

日
に
は
、

第
２
２
期
委

員
会
を
も
っ
て

退
任
し
た
前

委
員
７
名
に

感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。

大分海区漁業調整委員会（～R11.3.31）

大分海区漁業調整委員会事務局

弁護士

委 員 小 野 裕 佳

委 員 桑 原 保 徳

委 員 鳴 海 美 代

委 員 畠中 順子

委 員 須 川 直 樹

委 員 近 乘 美 信

（5）

会 長

委 員

周防灘三県連合

本庄

濱田

  大分県ＪＦ共済推進本部（中根隆文会長）は１１日、２０２５年度の第１回

定例報告会を開催した。前年度の実績を確認し、本年度の活動計画や

漁協還元奨励策等について協議した。

  ２０２４年度実績では、普通厚生共済（チョコー）が目標補償額２９億円に

対して２８.４％の８億円余と極めて厳しい実績となり、保障額達成は上浦、く

にさきの２支店にとどまった。一方、生活総合共済（くらし）は、目標補償額

２１億円に対して８４.３％の１７.７億円となり、保戸島、本店、上浦を含む１３店

舗が目標を達成した。職員数が減少して業務多端のなか、共済の推進に

尽力された皆さんに敬意を表したい。

  本年度の活動計画では、県漁協の付加収入５千万円達成を目指す推進

本部目標が示された。また、３カ年計画の最終年度となる２０２５年度の計

画達成奨励は、契約件数ではなく保障額ベースとし、やればやるだけ奨励

が生じる仕組みにしたいとの提案があった。

　今後は、５月２日の専門委員会、２２日の運営委員会で漁協還元奨励策

を決め、６月中旬を予定している推進本部総会で本年度の活動計画が決

定する。中根会長も自ら浜回りに努めており、職員の皆さんのさらなる頑張

りに期待したい。

2024 共済推進、お疲れさまです！

・阿部義、近乘、畠中、須川

・本庄、須川、桑原、鳴海、髙瀬、小野

・本庄、桑原、髙瀬、渡邉満、濱田

広域漁業調整委員会（～R7.9.30）

感
謝
状
を
持
つ
退
任
委
員

伊予灘連合

豊予連合

大分宮崎連合

瀬戸内海広域

太平洋広域

委 員

（株）マリーンパレス職員

県漁協宇佐地区漁業運営委員長

県漁協佐賀関地区漁業運営委員長

第
２
３
期
大
分
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
の
辞
令
交
付
式
が
２
１
日
、
県
庁

特
別
応
接
室
で
行
わ
れ
た
。
佐
藤
樹
一

郎
知
事
が
委
員
に
辞
令
を
手
渡
し
「海
区

漁
業
調
整
委
員
会
は
、
漁
業
法
に
お
い
て

漁
業
者
及
び
漁
業
従
事
者
を
主
体
と
す

る
漁
業
調
整
機
構
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
水
産
業
の
発
展
と
漁
業
秩
序
の
維
持

に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
漁
場
計

画
の
作
成
、
漁
業
権
の
免
許
に
係
る
審
査

や
委
員
会
指
示
の
発
出
等
に
つ
い
て
も
審

議
し
て
い
た
だ
く
。
各
分
野
で
培
っ
た
豊

富
な
知
識
や
経
験
を
も
と
に
中
立
か
つ

公
平
な
立
場
か
ら
積
極
的
な
意
見
や
助

連合海区漁業調整委員会（～Ｒ11.３.３1）・大分海区代表者

・阿部貴、渡邉英、近乘、岡﨑、笛吹

第23期

書 記 利 光 佑 樹 漁業管理課主事

県漁協専務理事

県漁協杵築地区漁業運営委員

立命館アジア太平洋大学准教授

県漁協女性部長

弁護士

県旋網漁業協議会会長

県漁協女性部下入津支部長

県漁協国見地区漁業運営委員長

県漁協女性部上入津支部長

渡 邉 満 晴 県漁協名護屋地区漁業運営委員長

事 務 局 長 平 川 千 修

調
整
委
員
会

大
分
海
区
漁
業

阿 部 貴 史

副会長 本 庄 新

委 員 阿 部 義 広

委 員 笛 吹 理 絵

濱 田 貴 史

委 員 渡 邉 英 敏

委 員

県漁協別府地区漁業運営委員長

漁業管理課参事

事務局次長 三ヶ尻孝文 漁業管理課主幹(総括)

書 記 野 田 誠 漁業管理課主査

書 記 甲 斐 桑 梓 漁業管理課主任

発 足
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前
号
の
「関
あ
じ
関
さ
ば
ま
つ
り
」の
項

で
ご
紹
介
し
た
サ
メ
の
料
理
で
あ
る
。
平

日
に
お
休
み
を
も
ら
い
、
ド
ラ
イ
ブ
が
て

ら
佐
賀
関
に
向
か
っ
た
。
支
店
に
駐
車
し

て
「丸
和
味
揚
店
」に
入
店
。
シ
ャ
ー
ク
カ

ツ
弁
当
の
ほ
か
、
メ
ン
チ
カ
ツ
な
ど
数
点

を
注
文
す
る
と
、
そ
の
場
で
揚
げ
た
て
が

で
き
あ
が
っ
た
。
常
連
さ
ん
は
電
話
で
注

文
し
て
来
店
し
、
ガ
ッ
ツ
リ
系
の
弁
当
を

た
く
さ
ん
買
っ
て
い
く
。
地
元
労
働
者
の

胃
袋
を
満
た
す
、
大
切
な
お
店
だ
。

サ
メ
は
ま
っ
た
く
臭
み
が
な
く
、
肉
厚

で
食
べ
応
え
の
あ
る
白
身
の
絶
品
で
あ
っ

た
。
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
素
敵
な
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
に
な
っ
た
。

（6）

シャークカツ弁当
丸和味揚店

編

集

後

記

コ
ロ
ナ
一
過
、
経
済
活
動
の
再
開
に
安

堵
し
て
い
た
ら
、
一
転
「世
界
恐
慌
」が

迫
っ
て
き
た
。
一
世
紀
前
の
暗
い
歴
史
か

ら
学
ば
な
か
っ
た
ボ
ス
が
経
済
戦
争
の
核

ボ
タ
ン
に
指
を
か
け
、
世
界
を
相
手
に
恫

喝
を
始
め
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・ジ
ャ
イ
ア
ニ

ズ
ム
が
自
由
貿
易
主
義
を
破
綻
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
を
目
指
す

と
し
な
が
ら
、
治
ま
ら
な
い
イ
ン
フ
レ
に

油
を
注
げ
ば
自
国
民
は
さ
ら
な
る
な
物

価
高
に
苦
し
む
。
貿
易
収
支
を
改
善
し

た
け
れ
ば
、
高
関
税
で
は
な
く
地
道
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
も
の
づ
く
り
等
に
励

む
べ
き
だ
。
ジ
ャ
イ
ア
ニ
ズ
ム
は
短
期
間
に

世
界
の
人
々
の
資
産
を
奪
っ
た
が
、
自
国

の
株
式
も
歴
史
的
な
暴
落
を
続
け
た
。

ボ
ス
の
思
惑
が
最
も
は
ず
れ
る
の
は
、

「最
大
の
脅
威
」と
す
る
世
界
第
２
の
経

済
大
国
に
資
金
が
流
れ
込
み
、
不
動
産

バ
ブ
ル
の
崩
壊
で
瀕
死
の
「龍
」を
蘇
生
さ

せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
私
の
投
資
資
産
も

短
期
間
で
か
な
り
目
減
り
し
た
。
ま
あ

小
遣
い
の
範
囲
な
の
で
諦
め
る
に
し
て
も

心
配
な
の
は
系
統
金
融
で
あ
る
。
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
見
直
し
た
先
が
大
暴
落
で

な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
だ
。

４
月
は
か
ぼ
す
ヒ
ラ
マ
サ
フ
ェ
ア

４
月
は
お
さ
か
な
ラ
ン
ド
２
店
舗
で

「か
ぼ
す
ヒ
ラ
マ
サ
」フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
特

価
販
売
で
Ｐ
Ｒ
し
た
。
わ
さ
だ
店
で
は
試

食
会
を
実
施
。
お
客
様
か
ら
は
「コ
リ
コ

リ
し
て
い
て
美
味
し
い
」、
「ヒ
ラ
マ
サ
と

い
う
魚
は
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
と
て
も

良
い
味
」な
ど
好
評
で
売
れ
行
き
も
上
々

で
あ
っ
た
。

先
月
末
の
ト
キ
ハ
グ
ル
ー
プ
へ
の
サ
イ

バ
ー
攻
撃
被
害
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
障
害
に

よ
り
、
現
在
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
・ポ
イ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
て
お
り
、
お
客

様
が
全
体
で
１
割
程
度
減
少
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
復
旧
の
目
途
は
立
っ
て
お
ら
ず

お
さ
か
な
ラ
ン
ド
の
売
上
に
も
影
響
し
て

い
る
た
め
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
。

  政府は２９日、本年春の褒章受章者を発

令した。大分県関係は、大分魚市社長の

山上誠二氏ら９人が受章した。

  山上社長は、水産物卸売業務に精励し

他の模範となるとして黄綬褒章を受章し

た。昭和５２年に大分魚市株式会社に入社

し、平成１５年には代表取締役社長に就任。

一貫して水産物の安定供給に努めている。

近年は、大分県魚市場連合会の会長とし

て、平成２８年に「おおいた県産魚の日」の

制定に尽力するなど、県産水産物の消費

拡大や魚食普及活動に精力的に取り組ん

でいる。また、大分県を代表する魚である、

かぼすブリの旬入り宣言を開始するなど、

地元メディアを通じ、地域ブランドとしての

価値を高め、需要の拡大につなげた。令和

元年１１月には大分県知事表彰（農林水産

功労）を受けた。

黄綬褒章受章祝
大分魚市 山上社長

県
産
魚
の
日

サカナをたべれ

ば

ウオ
メシ


